
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子市立館小中学校 令和８年度 いじめの防止等の基本的な方針と取組内容 

 

 

 

 

 
 令和８年度のいじめの防止等に向けた課題 
１ 道徳教育等の充実 

・特別の教科 道徳を通じて、自己を他者との関わりの中 
でとらえ、望ましい人間関係を構築する能力の育成を 
充実させる 

２ 未然防止や早期発見のための措置 
  ・早期発見にむけ、いじめに関して相談できる体制の充実 

を図るとともに、教員間の情報共有をより密にしていく 
３ インターネットを通じて行われるいじめ対策の推進 
  ・年間を通じて（特に長期休業前はより丁寧に）、SNSの 

使い方や危険性について発信し、危機管理意識を高める 

法や条例等 
〈国〉いじめ防止対策推進法（H25） 

いじめ防止等のための基本的な方針（H29改定） 

いじめの重大事態の調査に関するガイドライン（R6.8 月改訂） 

不登校重大事態に係る調査の指針（H28） 

〈都〉東京都いじめ防止対策推進条例（H26） 

      東京都いじめ防止対策推進基本方針（H26） 
   東京都教育委員会いじめ総合対策【第 2 次・一部改定】（R3） 

〈市〉いじめを許さないまち八王子条例（H29） 
   八王子市教育委員会いじめの防止等に関する基本的な方針（R4.2月改定） 

 八王子市立館小中学校 いじめ防止基本方針 
〇いじめの防止等に関する基本的な考え方 
「いじめはどの生徒にも、どの学校にも起こりうるものであり、誰もが加害 
者にも被害者にもなり得る」という認識を共通理解し、八王子市教育委員 
会いじめの防止等に関する基本的な方針・いじめ防止対策基本法を総合的 
かつ効果的に推進する。 

〇令和８年度の重点項目 
学校経営計画基本理念「館に集うすべての生命と人権の尊重」 
・学校、家庭、地域で連携し、主体的に生きるための資質、能力を育み、自 
主自立を図りながら心身ともに健やかな人間の育成を図る 

いじめの防止等に関する教員研修 

４月６日   校内における「いじめ対応研修」 

８月３１日 スクールロイヤーによる「いじめへの組織的な対応」研 

修 

 

※管理職を中心に、年間を通じていじめの防止等に関する研修等の取

り組みを実施していく。 

学校いじめ対策委員会 
〇開催日 中学部毎週水曜日１４時５０分から 

小学部毎週火曜日１５時から 
〇構成員 全ての教員、SC、SSW 

※必要に応じて、外部機関とも連携し、対応していく 
〇役 割 いじめの認知、いじめの対応協議、いじめの解消判断 

校内研修の計画、学校いじめ防止基本方針の見直し、 
いじめアンケートの実施と検討等 
※いじめに限らず、全学年で情報交換を行い、少人数規模 
の本校だからこそ、学年の垣根を越えて、全職員で全生徒 
と関わっていく 

いじめ対応の流れ 

１ いじめ等の疑いを把握（日常的な関わりや年３回生活アンケート 
等より） 

２ 把握した教職が「事実一覧シート」に記入するとともに、学年・
生活指導主任・管理職と情報共有する 

３ いじめ対策委員会で新規ケースとして報告、いじめ対策委員会で 
いじめの認知、組織的に対応、記録 
いじめと認知しない場合→見守り対応、今後の対応を検討し記録 

４ ３カ月以上経過した段階で、本人に心身の苦痛を受けてないか確 
認の上、いじめ対策委員会にて解消判断を行う 

 
保護者 

・保護者会等の機会に、学校いじめ防止基本方針等を説明する。 

・子ども見守りシートの活用を周知し、いじめの早期発見・早

期対応を図る。 

・学校評価アンケートによる評価を学校のいじめ防止等の取組

の改善につなげる。 

 

地域 

・学校運営協議会で学校のいじめ基本方針やいじめ防止等に関

する取組を議題として協議する。 

・道徳授業地区公開講座や授業公開等で学校のいじめ防止等の

取組を地域に公開する。 

・学校ホームページ等で学校の取組を周知する。 

関係機関 

・学校サポートチームを活用して、地域や関係機関等と連携し

て迅速にいじめに対処する。 

・事案に応じて、児童相談所や SSW、警察等の関係機関とケー

ス会議をもつなど、連携して対応する。 

・児童や家庭へ相談窓口の一覧を長期休業前に周知する。 

いじめの防止等に関する校内体制 

 

 

いじめの防止等に向けた授業、児童・生徒の取組

学校のいじめ防止等の基本的な考え方 

 

いじめの防止等に関わる授業や取り組み 

７月 児童会・生徒会によるはちおうじっ子サミット

に向けた取組 

２学期以降 人権擁護委員会による授業 

※「特別の教科 道徳」を含め、各教科において、言語

活動を取り入れた活動を行い、生徒同士の意思疎通を図

るとともに、コミュニケーション能力を向上させる。 

SOSの出し方に関する授業や取り組み 

・年３回（６月・１１月・２月）の生活アンケートに

て、身近に相談できる大人がいるか調査 

 毎月の生活満足アンケートを通じて、児童生徒の気

持ちの変化等をモニタリングする 

・SOS の出し方に関する授業の実施 

 ⇒困った時の相談方法、自分の気持ち伝え方を学 

ぶことで、助けを求める（SOS を出す）力を身に 

付ける 

いのちの大切さを共に考える日の取組 

６月 「命の講話」を講話する 

６月 全学級で「生命の尊さ」の道徳の授業 

２学期以降・がん教育 ・赤ちゃんふれあい授業 

・生命尊重授業 ・戦争体験の語り部会 

   ⇒生命の大切さ、他者を思いやる気持ちを養 

い、人権尊重の精神と規範意識の向上を図 

る 

保護者・地域・関係機関との連携 

 

児童の自己肯定感を高める取組 
６月、１１月ありがとうの木 
 ⇒小学部１年～中学部３年までの９学年で、互い 

に感謝の言葉を記入し、昇降口に掲示する。 
（小中一貫として、自己肯定感の向上を図る） 

・異学年交流（縦割り班、小中交流） 
・学校行事（運動会、宿泊行事、音楽祭等） 
 ⇒運動会等、小中合同での活動では、互いに支え 

あい、１つの行事を行うことで相互理解および 
他学年への配慮を通じて自身の自己有余感の向 
上を図る 

・係・委員会活動 

保護者・地域向け学校作成資料 


